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実務者研修
受講のしおり
氏名　　　　　　　　　　　　　　
受講期間2019年　  月 　 日 ～ 2019年  　月　  日

株式会社アットホーム　実務者研修講座
〔大阪府指定　実務者養成施設(通信）〕

〒５６３-００４１

池田市満寿美町２番１２号

TEL： 072-７３４-８７４０　（受付時間：月～金 9：00～18：00）


FAX： 072-７３４-８７５１　（24時間対応）

E-mail：koza@athomeweb.net

※土日は、開講日を除いてお電話はつながりません。
　　

1)受講の流れ（学習開始から修了まで）

	１日目
	開講式・オリエンテーション
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	１～２ヵ月目
	自宅学習（eラーニング）

	（１～ 6ヵ月目　無資格者）
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	3 ～ ４ヵ月目
	通学学習（演習）８日間
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	修了評価

	


2）eラーニングの進め方（資格別のカリキュラムと科目別のテキスト収録巻を表にしています。）
①，基本的には科目の順に沿って学習を進めてください。ただし、自分自身のスケジュールや取り組みやすい科目等によって、取り組む順序を変更してもかまいません。

②，最初はテキストを熟続してください。テキストの各節に用意された【学習の要点】を読んで、その単元で学習すべき内容を把握してから、読み進んでください。各セクションにある〔keyword(キーワード)を参考にしてください。

③，テキストを読んで内容を理解したら、eラーニングシステムを利用して、演習課題にチャレンジします。操作は別途配布する「操作マニュアル」を参照してください。

④，演習課題は科目別に用意されています。科目ごとにチャレンジしてください。
⑤，課題はすべて「五肢択一」式になっています。科目によって解答する演習課題の数は異なります。

⑥，一つの科目の演習課題のすべてに解答すると「課題提出」がおこなえます。
⑦，「課題提出」をおこなうと「解答・解説」を見ることができます。その時に、問題ごとにテキスト
「参照ページ」が示されます。解説をしっかり読み、テキストの「参照ページ」を読んで学習した知識をより確実なものにしてください。

⑧，「解答・解説」のページでは、科目全体の正答数（正答率）が表示されます。

⑨，正答率が70％以上で『合格』のマークが、70％に満たないと『不合格』のマークが表示されます。

⑩，『合格』のマークが出たら次の科目に進みます。『不合格』のマークが出たら、再チャレンジになります。再チャレンジは何回でもおこなえます。
⑪、医療的ケアは90点以上で合格です。（70点以上で『合格』のマークが出ますが合格ではありません）
⑫，すべての科目を修了すると、eラーニングは修了になります。

⑬，一定の科目を修了すると通学学習（演習）を受講することができます。
　　介護過程Ⅲ（演習）の受講には、⑥コミュニケーション技術　⑩介護過程Ⅱの修了が必要です。
医療的ケア（演習）の受講には、⑲医療的ケアの修了が必要です。

　　
カリキュラム（免除科目）（学則別表１）と収録巻[image: image4.emf]科目 時間 主な内容 無資格 初任者

ヘルパー２級

収録巻

①人間の尊厳と自立 5 ①人間の尊厳と自立 5 - - １巻

②社会の理解Ⅰ 5 ①介護保険制度 5 - - １巻

③社会の理解Ⅱ 30

①生活と福祉

②社会保障制度ほか

30 30 30 １巻

④介護の基本Ⅰ 10

①介護福祉士制度

②尊厳の保持、自立に向けた介護の考え方と展開ほか

10 - - ２巻

⑤介護の基本Ⅱ 20

①介護を必要とする人の生活の理解と支援

②介護実践における連携ほか

20 20 - ２巻

⑥コミュニケーション技術 20

①介護におけるコミュニケーション技術

②介護におけるチームのコミュニケーションほか

20 20 20 ３巻

⑦生活支援技術Ⅰ 20

①生活支援とICF

②ボディメカ二クスの活用ほか

20 - - ４巻

⑧生活支援技術Ⅱ 30

①利用者の心身の状況に合わせた介護、福祉用具等の活

用、環境整備

30 - - ４巻

⑨介護過程Ⅰ 20

①介護過程の基礎的知識

②介護過程の展開ほか

20 - - ５巻

⑩介護過程Ⅱ 25 ①介護過程の展開の実際 25 25 25 ５巻

⑪発達と老化の理解Ⅰ 10

①老化に伴う心の変化と日常生活への影響

②老化に伴うからだの変化と日常生活への影響

10 10 10 ６巻

⑫発達と老化の理解Ⅱ 20

①人間の成長・発達

②老年期の発達・成熟と心理ほか

20 20 20 ６巻

⑬認知症の理解Ⅰ 10

①認知症ケアの理念

②認知症による生活障害、心理・行動の特徴ほか

10 - 10 ６巻

⑭認知症の理解Ⅱ 20

①医学的側面から見た認知症の理解

②認知症の人や家族への支援の実際

20 20 20 ６巻

⑮障害の理解Ⅰ 10

①障害者福祉の理念

②障害による生活障害、心理・行動の特徴ほか

10 - 10 ６巻

⑯障害の理解Ⅱ 20

①医学的側面から見た障害の理解

②障害児者への支援の実態

20 20 20 ６巻

⑰こころとからだのしくみⅠ 20 ①介護に関係した身体の仕組みの基礎的な理解 20 - - ７巻

⑱こころとからだのしくみⅡ 60

①人間の心理

②人体の構造と機能ほか

60 60 60 ７巻

⑲医療的ケア 50

①医療的ケアの実施の基礎

②喀痰吸引・経管栄養（基礎的知識・実施手順）

50 50 50 ８巻

介護過程Ⅲ 45

①介護過程の展開の実際（事例検討）

②介護技術の評価

45 45 45 ５巻

医療的ケア（演習） 17 ①演習 17 17 17 ８巻
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3）通学学習（演習）の時間割
介護過程Ⅲ
[image: image5.emf]授 業 時 間 科 目 名 内  容

１日目

２日目

３日目

４日目

9：00～18:00

9：00～18:00

9：00～18:00

9：00～18:00

9：00～18:00

9：00～15:00

５日目

６日目

介護過程Ⅲ

（介護過程の展開の実践）

介護過程Ⅲ

（介護過程の展開の実践）

介護過程Ⅲ

（介護過程の展開の実践）

介護過程Ⅲ

（介護過程の展開の実践）

介護過程Ⅲ

（介護過程の展開の実践）

介護過程の展開の実際

介護技術の評価　①（コミュニケーション）

介護過程の展開の実際

介護技術の評価　②(移動・移乗)

介護過程の展開の実際

介護技術の評価　③(食事)　④（排泄）

介護過程の展開の実際

介護技術の評価　⑤(更衣)　⑥（入浴）

介護過程の展開の実際

介護知識・技術等の振り返り

介護過程Ⅲ

（介護過程の展開の実践）

試験

介護知識・技術等の振り返り

介護知識・技術等の総合評価

筆記試験・実技試験


医療的ケア

[image: image6.emf]授業時間

9：00～11:00

シミュレーターによる喀痰吸引の実技演習

17：00～18:30

9：00～11:00

17：00～18:30

救急蘇生法演習

経管栄養の基礎的知識と実施手順の確認

（胃ろうまたは腸ろう、経鼻経管栄養を各５回以上）

救急蘇生法演習

内容

２日目

１日目

11：00～17:00

シミュレーターによる経管栄養の実技演習

喀痰吸引の基礎的知識と実施手順の確認

11：00～17:00

（口腔・鼻腔・気管カニューレ内部を各５回以上）


4）通学学習（演習）の受講の注意点
●受講にあたって
①，受講中は携帯電話の使用を原則として禁止いたします。必ず電源をお切りください。

仕事等でどうしても必要な場合は、事前に講師にお伝え下さい。（その場合はﾏﾅｰﾓｰﾄﾞにしてください。）
②，教室は全て禁煙です。必ずお守りください。

③，教室へのご入室は8時30分以降でお願いします。
④，受講中は講師の指示に従い、勝手な行動は慎んでください。（講師の指示に従えない場合には、受講を取り止めていただく場合があります。）

⑤，講座で使用する備品は、講師が指示した時にだけ使用してください。
⑥，講義中・説明中の私語は謹んでください。
⑦，昼食は教室で食べていただけます。外食も可能です。
⑧，ビデオ、カメラ、携帯電話等での録音、撮影は禁止します。

●出席について

①，全ての通学学習（演習）の出席が修了の原則となります。

②，遅刻・早退は認められません。やむを得ない事情の場合は、事前にご連絡をお願いします。（公共交通機関の事故等による遅延の場合は、駅で証明書をもらってください。）
●毎回持参する物
テキスト・印鑑（シャチハタ可）・筆記用具は、毎回持参してください。
出席簿に印鑑を押印していただきます。（出席簿は本人のサインでも可）
●技術演習に持参するもの
必要な場合は、事前に告知します

●その他の注意事項
①，講義を受講するのにふさわしい服装で受講してください。　

②，アクセサリーなどの貴金属・装飾品（ピアス等）は、はずしてください。
③，爪は短く切っておいてください。マニキュアは不可です。

④，身だしなみに気を付け、清潔を保ってください。

⑤，香水等は避けてください。

⑥，貴重品は各自の責任において管理をお願いします。
5）振替演習・面接授業について

・病気や事故など、やむを得ない事情であると認めた場合に限り、他のコースの演習・面接授業を振替受講することができます。
6）補講について

・医療的ケアの演習で一定の基準に達しない場合、介護過程Ⅲの介護過程の実際の展開と筆記試験に合格しない場合は補講をおこないます。その場合、補講料は一講座につき5000円とします。

7）研修修了の認定方法
（１）受講料を全額納付し、指定されたカリキュラムの全課程を履修していること。
　　　①テキスト学習とeラーニングの成績②通学学習（演習）での成績と担当講師の評価を総合的に評価し、判断する。
（２）通学学習（演習）の介護過程Ⅲ及び医療的ケア演習は、全ての授業を受講すること。原則として、遅刻・欠席は認めない。
（３）eラーニングの成績は得点70点以上で合格とする。（医療的ケアの成績は得点90点以上で合格とする。）
（４）介護過程Ⅲの通学学習（演習）では講師が介護の技術が一定の水準にあると認定し、介護過程の展開の実践を総合的に評価するための筆記試験において得点70点以上の受講生を合格とする。
（５）医療的ケアの通学学習（演習）はeラーニングの医療的ケアで得点90点以上、及び講師が医療的ケアの技術が一定の水準にあると認定した受講生を合格とする。
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